
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 キャリアガイダンス 

 

教科 (学)ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 科目 (学)ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 
単位

数 
１単位 年次 １年次 

使用教科書  

副教材等 高校生のライフプランニング（文部科学省総合教育政策男女共同参画共生社会学習） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
工業高校に入学し3年後には社会に出て頑張ろうと考えている人が多いと思います。就職以外の進路
を考えている人もいると思いますが、いずれ社会に出て力を発揮しようと考えていると思います。こ
のキャリアガイダンスという授業の中で、真剣に自分の将来を考え、自分の将来の計画を立ててみて
、行き当たりばったりの人生を送るのではなく、1度の人生を計画的に後悔のないものにしてくださ
い。 

 

 

２ 学習の到達目標 

男女が共に仕事と家庭、地域における活動に参画し、活躍できるような社会の実現を目指すためには
、個人の可能性を引き出すための学びが必要不可欠です。学校教育段階におけるキャリア教育の推進
については、若者が自らの進路を選択する際に就職のみならず結婚、出産、育児等のライフイベント
を踏まえた生活の在り方も視野に入れて、総合的に考えることができるようにすることが重要です。
そのため，高校生が生涯を通して、主体的に生涯の生活を設計したり、社会の中で自分の役割を果た
しながら、自分らしい生き方を実現したりすることができるよう、この授業を組み立てました。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

先の見えない人生を見通す

ために、自分を見つめ直し

たり、学ぶことや働くこと

の意義を考えたり、またこ

れから訪れる自分のライフ

イベントを想像する中で、

多様な生き方や価値観を認

め合い、誰もが活躍できる

社会を共に作ることの重要

性を理解する。 

まだ見ぬ将来の人生設計を

イメージする思考力を身に

つけ、思い描いた人生の設計

図を達成するために必要な

考え方や手立てについて考

え、情報を活用し意思決定す

る。そのために、社会のしく

みを学び、人生の先輩の話を

聞き、自分の将来像を研究し

発表することで自分を確立

させる。 

誰も知らない自分の将来像

を積極的に学習に取り組む

ことで自己を確立させ、すべ

ての人が多様な生き方を実

現できる社会をつくるため

に主体的に・協働的に取り組

もうとする態度を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価します。また学習内容に応じて、それぞれの観

点を適切に配分し文章で評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

１

学

期 

 

Ⅰ

関

わ

り

づ

く 

り 

 

初対面の新入生がワーク
ショップを通じて友達つ
くりの第一歩として人と
の関わりを学ぶ。 
本校における進路を説明
し進路の目標を意識する
。 
 

a:関わりづくりに何が必要か 

b:自己表現を行えたか 

c:主体的に参加できたか。 

 

 

観察 観察 観察 

中学校から引き継いだキ
ャリアパスポートの上に
本校のキャリアパスポー
トを作成する。 
 

a:目標を持っているか 

b:根拠ある判断基準で表現でき

たか 

c: 

観察 観察 

キャリア

パスポ

ート 

観察 

キャリア

パスポー

ト 

Ⅱ 

 

わ

た

し 

と

人

生 

これまで歩んできた年月
を振り返って、明日から
続く未来を描く。 
「高校生のライフプラン
ニング」を使用（PDF版
と冊子で配付、ワーク時
はプリント配付） 
 
 自分自身を見つめ、自
分のリソースを見いだし
、自分の生き方を問い直
し、将来を見通し自分の
人生を考える。 
 
 

a:過去の自分を正しく評価して

いるか。真剣に将来を考えている

か。 

b:自分の将来におけるライフイ

ベントを思い描くことができた

か。将来をイメージすることがで

きているか。 

c:主体的にワークショップに取

り組めたか。 

授業観察 

レポート 

授業観察 

ワーク 

授業観察 

ワーク 

人が働くことは「経済的
自立」のためだけではな
く、自分を生かし社会の
一員として役割を果たす
など様々な面がある。こ
こでは、働くという視点
から、人生を考える。 
 
 人生の先輩である大人
は、どのように自分を見
つめ人生を歩んできたの
か。また、どのように自
分の生き方を問い直して
きたのか。あるいは、人
生の岐路に立ったとき、
どのようにして今の道を
選んだのか。人生の先輩
に話を聞くことを通して
，自分のライフプランニ
ングを考える。 
 
 

a:何のために働くのかを理解で

きたか。職業観を養うことができ

たか。男女が共に社会に参画する

ことを理解できたか。 

b:多様な社会への参画の仕方に

ついて、自分の将来をイメージす

ることができて適切な判断がで

きたか。 

c:主体的にワークショップに取

り組めたか 

授業観察 

レポート 

授業観察 

ワーク 

レポート 

授業観察 

ワーク 

レポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

Ⅲ

色
々
な
職
業
を
知
る 

る る
る 

 世の中にどんな職業があ
るかを考える。 求人票
や3年生の就職活動を見
ながら、企業が求めてい
る人物や企業が工業高校
に求めていることを学習
する。 
 
 

a:社会のしくみの中で、職業を選

択する手続きを理解できたか。 

 

b:各企業が工業高校に求めてい

る人材を理解し、それに向かって

なりたい自分に近づくための行

動をとっているか。 

c:過去の求人票を積極的に閲覧

し自分が定めた選択基準に従っ

て主体的に模擬就職活動に取り

組めたか。 

 

 

授業観察 

ワーク 

シート 

授業観察 

ワーク 

シート 

授業観察 

ワーク 

シート 

Ⅳ

企
業
に
つ
い
て
調
べ
よ
う 

 求人票の中から興味ある
企業を選択し、業種・事
業内容・賃金・就労場所
・興味を持った理由・会
社の魅力などを調べる。
調査の方法や発表の仕方
を学習する。 
そして、自分が調べた内
容をポスターセッション
する。 

 

a:求人票を見るポイントを正し

く理解し、自分が定めた職業決定

基準に従って、会社を選べたか。 

b:選んだ求人票に対して、志望動

機を他人が理解できるように表

現しているか。 

c:自分が感じたこと、将来の展

望、職業観などポスターセッショ

ンで相手に分かりやすく伝える

ことができたか。 

 

授業観察 

ワーク 

シート 

授業観察 

レポート 

授業観察 

ポスター

セッション

による発

表 

３
学
期 

 

Ⅴ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
て
み
よ
う 

3年生の課題研究発表会
を見学する。 
 
1年間いろいろ学んだ後
、改めてライフプランを
立てる作業をする。 
 

 

a:各学科の課題研究発表会を見

学し発表の手法や研究に取り組

む態度を理解したか。 

b:自分の将来のライフイベント

を想像する中で、今やらねばなら

ない将来への準備について思考

し自ら判断し表現できているか。 

c:自分の将来のライフプランニ

ングする中で、今、何を見て何を

感じて何を実行していくのかを

考えることができるか。 

 

授業観察 

ワーク 

シート 

 

レポート 

 

授業観察 

ワーク 

シート 

 

レポート 

授業観察 

ワーク 

シート 

 

レポート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


